
年頭のごあいさつ
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井
上
　
利
一

　

新
年　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
参
議
院
議
員
選
挙
に
よ
っ
て
国
政
が
大
き
く
揺
れ
動
き
、

結
果
と
し
て
、
自
民
・
公
明
政
権
か
ら
自
民
・
維
新
政
権
に
変
り
、
憲

政
史
上
女
性
初
の
高
市
早
苗
内
閣
総
理
大
臣
が
誕
生
し
ま
し
た
。
国
の

内
外
に
山
積
し
て
い
る
課
題
に
対
し
、国
民
の
期
待
に
応
え
「
働
い
て
、

働
い
て
」
い
た
だ
き
た
い
と
念
願
す
る
次
第
で
す
。

　

国
際
的
に
は
、
４
年
目
を
迎
え
る
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
は

じ
め
、
世
界
の
各
国
・
各
地
に
お
い
て
戦
闘
や
内
戦
、
テ
ロ
行
為
な
ど

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
分
断
と
対
立
を
煽
る
か
の
よ
う
な
核
ミ
サ
イ
ル

や
軍
拡
の
報
道
に
触
れ
、
不
安
が
募
る
ば
か
り
で
す
。
世
界
の
平
和
と

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
構
築
を
心
か
ら
切
望
す
る
も
の
で
す
。

　

う
れ
し
い
出
来
事
と
し
て
は
、
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
米
国
野
球
殿
堂
入

り
や
大
谷
翔
平
選
手
の
４
回
目
の
満
票
Ｍ
Ｖ
Ｐ
受
賞
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
本
町
の
小
中
学
生
の
活
躍
も
目
覚
ま
し
く
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
活
動
、
中
学
生
の
海
外
派
遣
事
業
な
ど
大
き
な
成
果
が
あ
り

ま
し
た
。

　

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
時
代
の
大
き
な
変
わ
り
目
に
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
将
来
に
対
す
る
確
か
な
取
り
組
み
の
必
然
性
で

あ
り
、
具
体
的
に
は
認
定
こ
ど
も
園
の
建
設
、
学
校
教
育
施
設
の
在
り

方
検
討
、
県
道
豆
田
稲
築
線
の
道
路
改
良
、
ふ
く
お
か
県
央
環
境
広
域

施
設
組
合
の
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
教
育
・
福
祉
の
充
実
を
は
じ
め
、
子
育
て
支
援
事
業
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
、
王
塚
古
墳
の
保
存
・
活
用
、
町
有
施
設
の

維
持
管
理
等
、
住
み
や
す
さ
が
実
感
で
き
る
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
健
康
で
幸
せ
多
い
年
で
あ
り
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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